
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（実績）

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

■事業経費

1,747,500

9,052,500

1,747,500

計　画 実　績

10,800,000

決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

計

差引（一般財源）

その他の特定財源

国庫支出金

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-8-１-2-00301030

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

流用額

予算現額

決　算

特　記　事　項

金　額 特　記　事　項細　節細　節 金　額 積　算　根　拠

消耗品費 350,000
・ﾌﾟﾗｽﾁック杭、プレ－ト他

委託料 10,450,000
・境界仮杭設置、及び確認等の業務委託　　　5,200,000円
・地籍調査（Ｃ～Ｈ工程）業務委託　　　5,250,000円

事務事業名 地籍調査（寺渡戸地区）事業

施設管理担当

当該地区の地籍調査面積

10ha 

特　記　事　項

 

実
績

担当部課 都市整備課
担　当

サブリーダー

計
画

　寺渡戸地区（10ha）は、１年目工程であり、土地所有者の立合いにより、境界を確認し、埋設され
た境界杭を測量する。土地の所在・地目・面積・所有者を明確にする。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

平　田　教　夫

財
　
源

どのような成果が現れます（現れました）か？

・土地の所在・地番・地目・面積・所有者が明確になる。
・土地分筆時の境界確認等が、省略できる。
・土地の適正な課税に資する又、公共事業の導入が容易になる。
・土地の境界が明確であることから、財産管理において安心感が生まれる。

指　標 目　標　値 達　成　値

010,800,000


